
資料３

令和５年３月

第10期（令和３年度～４年度）

鹿角市行政評価市民会議

意見集



◆第7次総合計画前期基本計画

Ｒ３　委員の意見 既に取組中であったもの Ｒ４実施計画（７次総）に反映したもの Ｒ４　委員の意見 既に取組中であったもの R５　実施計画に反映したもの 反映が困難なもの

1 地域産業の成長を支援
します

産業活力課 産業人材育成支援事業 ・産業人材の確保について
は、女性の活躍が期待される
状況であるが、建設業では男
性の人材不足も深刻だと感じ
る。（Ｒ3第2回）

事業所が自らの従業員に行う
能力及び技術力向上に繋がる
資格取得や研修会等の費用を
助成し、人材育成を支援して
いる。

2 市民等の意欲のある就
労・就農を支援します

産業活力
課
/すこやか
子育て課

地元就職促進事業/母子
家庭等自立支援給付金
事業/就職氷河期世代活
躍促進事業/女性若者資
格取得支援事業

・市内企業への就職促進のた
め、かづの商工会事業の支援
など地元就職促進事業を実施
している。
・就職を目指す女性や若者及
び就職氷河期世代を対象に、
スキルアップにつながる資格
取得に対し補助金で支援して
いる。

・ひとり親家庭の母または父
が、職業に関する教育訓練を
受講する際、その費用及び訓
練中の生活費を支援し、手に
職となるスキルを身につけた
い、新しいキャリアを開拓した
い、と考える人を応援する。

・資格を取得させることが目標
になっているが、子育てしやす
いなど働きやすい環境づくりの
視点の取組が薄い。（Ｒ4第2
回）

・職場環境などの待遇の改善
については、企業が主体的に
取り組むべきこととしている。
なお、求人倍率の上昇を受け
て、雇用調整会議において、
待遇改善を依頼することとして
いる。

・コロナ禍や物価高騰等により
疲弊した企業等がより力強く事
業を展開できるよう、雇用条件
の改善や子育て世代の女性の
就労環境の整備を含め、働き
やすい就労環境づくりに向け
た就労支援の在り方を検討し
ていく。

5 適切な医療を受けられ
る体制を整えます

福祉総務
課

テレフォン病院２４事業 ・テレフォン病院２４事業につい
て、子育て世代は助かる仕組み
だと思うが、知らない人も多いと
感じるので、もっと周知してほし
い。（Ｒ4第1回）

・これまでも、広報や市ＨＰ、ポ
スター・チラシ等により周知し
ているが、市民アンケートの結
果をもとに、広報、病院、ラジ
オを中心に、各検診や市の窓
口などで、効果的に周知して
いきたい。

・本事業をさらに周知するた
め、新たに啓発グッズ（名刺サ
イズのマグネットシート）を作製
して全戸配付を行う。

かづの地域医療推進事
業/あんしん医療連携事
業/鹿角地域医療多職種
連携推進学講座設置事
業/医師確保対策事業/
かづの厚生病院支援事
業/医療機関開設資金支
援事業

・かづの厚生病院の医師が不
足しているため、予約が必要な
診療科目が多く、特に高齢者に
は大変。（Ｒ4第2回）

・かづの厚生病院での医師確
保に向け直接的な支援を実施
しているほか、医学生に対す
る修学資金支援や診療所開設
予定医師に対する開業支援、
在宅当番医や在宅当番薬局
による体制づくり等に取り組ん
でいるが、さらなる医療連携に
より、引き続き必要な時に適切
な医療を受けられる地域の医
療体制の構築を図っていく。

・これまでの医師確保策や支
援策を行いながら、引き続き常
勤医師の派遣を要請していくと
ともに、医療機関の新規開設
にかかる継続支援や事業承継
についても支援を検討すること
で医師確保につなげ、適切な
医療を受けられる地域の医療
体制の構築を目指す。

出会い応援事業 ・結婚支援について、参加者
の固定化という課題があるよう
だが、出会いイベントに参加す
るのが恥ずかしいという声も聴
くので、参加しやすい出会いの
場があればいいと思う。（Ｒ3第
2回）
・近隣県など、往来しやすい地
域との交流を進めてはどうか。
（Ｒ3第2回）

・結婚サポーターや市民団体
等による出会いの場の提供を
出会い創出事業補助金で支援
するほか、市が主催する出会
いイベントでは、寄せ植え体験
やアロマワックスバー作りなど
を行いながら、参加しやすい雰
囲気づくりに努めている。な
お、参加者は、男性は市内在
住者に限るが、女性は大館市
や盛岡市など市外にも周知
し、受け入れている。

・出会いの機会の提供にとど
まらず、イベント参加に向けた
事前セミナーや参加後のフォ
ローアップなど、継続的な支援
を充実させる。

・子育て支援は他の自治体と比
較しても充実していると思うの
で、結婚支援に注力してほし
い。（Ｒ4第2回）

・結婚サポーターや市民団体
等による出会いの場の提供へ
の支援や、市が主催する出会
いイベントによりマッチングを
応援しており、婚姻時にも住宅
購入や借入・引っ越し等の費
用について支援を行っている。

・結婚支援を充実させるため、
新婚世帯に対する住宅購入や
借入・引っ越し等の費用支援
について要件を緩和し、支援
内容を拡充した。
　所得要件：400万円未満→
500万円未満
　支援内容：夫婦ともに29歳以
下の場合は補助率1/2、上限
60万円に拡充（それ以外：夫
婦とも39歳以下で補助率1/2、
上限30万円）

・出会いイベントの参加要件
で、女性は市外在住者も対象
としている一方、男性は市内
在住者に限定している理由は
なにか。（Ｒ3第3回）

・出会いイベントについて、男
性を市内在住者に限定、女性
を市外在住者も対象としてい
るのは、男性の未婚率が高く、
女性人口が少ないという鹿角
市の課題に対応するためであ
る。

結婚サポート推進事業 ・若い世代ではマッチングアプ
リを使う人もいるようなので、コ
ロナ禍の情勢を踏まえると、対
面での出会い以外の方法も有
効ではないか。（Ｒ3第2回）

・あきた結婚支援センターで
は、自宅からも参加できるオン
ライン婚活を実施している。な
お、市ではあきた結婚支援セ
ンターの入会登録料を全額負
担し、出会いを支援している。

7 地域ぐるみの子育て支
援を充実します

すこやか子
育て課

すこやか子育て支援事業
/ファミリー・サポート・セン
ター運営事業/放課後児
童クラブ運営事業など

・晩婚化や未婚化を考慮する
と第１子からの支援が必要で
はないか。加えて、出産できる
病院も遠くなったので、まずは
第１子の子どもが欲しくなるよ
うな工夫を期待する。（Ｒ3第2
回）

・一時的な経済支援だけでは
なく、保育料無償化のほか、
ファミリー・サポート・センター
事業や児童クラブ運営など、
子どもの成長段階に応じて、そ
の都度親の経済負担を軽減さ
せる子育てサービスの充実を
図っている。

・保育環境の充実を図るため、
年度途中であっても保護者が
希望する保育園に入園できる
よう、更なる対応改善を図る。
また、児童クラブに対する保護
者のニーズに対応するため、
学校休業日における開所時間
を一律７時間45分に統一し、
開所時間を延長する。

妊産婦支援事業 ・大館市立病院における妊産
婦健診や出産に要するかかり
まし経費の一部について、一
律２万円の支援をしている。

・妊娠・出産に伴う精神的・経
済的負担の軽減を図るため、
妊産婦健診や出産に要する費
用の助成を一律２万円から１０
万円へ拡充する。

8 高齢者のいきいきとし
た暮らしを支援します

あんしん長
寿課

高齢者福祉タクシー事業 ・運転免許証を返納した方を
路線バス利用につなげる事業
もあるが、停留所が家から遠
い方もいるので、福祉タクシー
事業が拡充されればよいと感
じた。（Ｒ3第3回）

・福祉タクシー券について、こ
れまでは１回の乗車につき500
円券を２枚までの利用上限で
あったものを長距離利用の
ニーズに対応するため、１回４
枚利用可能とした。

結婚の希望が叶うよう
応援します

6 政策企画
課

継続検討課題
令和３年度

事業又は項目名
令和４年度

継続検討課題取組方針 担当課
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継続検討課題

令和３年度
事業又は項目名

令和４年度
継続検討課題取組方針 担当課

11 安全・安心な住まいづく
りを進めます

都市整備
課

安全安心住まいづくり事
業

・リフォーム支援の補助額は、
物価高騰に見合った額になって
いないのではないか。（Ｒ4第2
回）

・カーボンニュートラルの実現
とエネルギー・物価高騰対策と
して、断熱改修を伴うリフォー
ムを新たに支援する。

・Ｒ3から安全安心住まいづくり
事業を実施しているが、長期
的に持続可能な支援策として
実施しているため、物価に連
動させた支援とはなっていな
い。

・エネルギー・物価高騰は、あ
らゆる制度に影響をおよぼし
ているため、行政コスト全般に
おいて、今後の動向を注視し
ていく。

12 地域に合った公共交通
手段を確保します

生活環境課 地域公共交通確保対策
事業/交通弱者支援事業

・自家用車で移動する市民が
多いため、公共バスの利用者
が増加することはないのでは
ないか。（Ｒ3第2回）

・八幡平地区において、予約
型乗合タクシーの実証運行を
実施し問題解消に向けた検討
を実施しているほか、地域の
ニーズに合った移動支援とし
て、地域乗合交通を推進して
いる。
・運転免許証返納者及び70歳
以上の高齢者に対し、路線バ
ス利用料補助を実施し、公共
交通機関の利用推進を図って
いる。

・「地域公共交通計画」をR4年
度に策定することとしており、
輸送資源の総動員による移動
手段の確保や、既存の公共交
通サービスの改善の徹底な
ど、利用者の増加につながる
取組を検討する。

・「地域公共交通計画」をR4年
度に策定することとしており、
輸送資源の総動員による移動
手段の確保や、既存の公共交
通サービスの改善の徹底な
ど、地域の実情に合った交通
の在り方を検討している。

・地域公共交通計画の基本目
標2において「分かりやすく・
使ってみたいと思える利用環
境の充実」を掲げており、待合
環境の整備や案内機能の強
化、オープンデータ化の推進
やリアルタイムの情報発信な
どバス利用者の増加につなが
る取組みを充実させていく。

産業活力課 ・電気自動車の導入など地球に
優しい手段を検討してほしい。
（Ｒ4第2回）

・脱炭素に向けた実行計画を
作成している段階にあり、その
対策の一環としてＥＶへの切替
も検討していくこととしている。

・EVへの転換を図るため、R6

のEVマスタープランの作成に
向け調査等を行うとともに、事
業者向けに小型EV車3台を導
入して実証を行うこととしてい
る。

16 火災や救急に対する体
制の強化を進めます

消防本部 魅力ある消防団促進事業 ・年額報酬の引き上げもされる
ようだが、ボランティア要素も
大きいので、人材確保が難し
いと感じる。（Ｒ3第3回）

・消防団の活動についての情
報発信が弱いという課題が
あったため、ホームページなど
で活動を周知し、団員確保を
図る。

17 災害に強いまちの基盤
整備を進めます

都市整備課 （河川整備事業/福士川
改修関連市道整備事業/
急傾斜地崩壊対策事業）

・8月に大雨の被害があったが
水害対策は検討されているか。
（Ｒ4第2回）

・普通河川については、浚渫
や河川整備を適宜実施してい
る。今後、河川整備計画を策
定する予定であり、それに基
づき必要な対策を検討してい
きたい。

・市が管理する河川について、
土砂の堆積状況や護岸の整
備状況等を調査し、取りまとめ
た資料を基に河川台帳を整備
していくこととして、河川台帳整
備しながら、必要な対策を講じ
ていく。

22 人や地域の活力を生む
交流を促進します

政策企画課 移住促進体制充実事業/
移住情報発信事業

・産業人材の確保について
は、女性の活躍が期待される
状況であるが、建設業では男
性の人材不足も深刻だと感じ
る。（Ｒ3第2回）

・移住者、定住者を増加させ、
各産業分野の担い手を確保す
るため、移住コンシェルジュを
配置し就職に関する相談に対
応するほか、移住関連情報と
して本市企業の情報を発信し
ている。

若者世代ふるさとネット
ワーク構築事業/定住促
進事業

・移住対策では仕事と結びつ
けて取り組んでいるということ
で、子育て世代に対応できて
いると思うが、進学のために市
外へ転出したもっと若い世代
に対してのアプローチも必要で
はないか。（Ｒ3第2回）

・進学や就職で市外へ転出し
た若者（２５歳まで）を対象に、
地元への愛着やつながりを継
続してもらうため、地元情報の
発信や各種相談対応のほか、
特産品の仕送りを実施してい
る。

・次世代を担う人材確保のた
め、本市で働きながら奨学金
を返還する若者を支援し、市
内定着の促進を図る。

域学連携推進事業/県外
大学等調査研究活動奨
励事業

・学生の受け入れに関わったこ
とがあるが、発表会をして終わ
りという印象があり、もったいな
いと思うので、それが次の年に
つながるような一段階上の取組
みになるようにしてほしい。（Ｒ4

第1回）

・現在は、市の課題を解決する
ために市政策研究所とともに
共同研究というスタンスで連携
して行っているが、将来的には
共同研究テーマを拡大し、企
業誘致や本市での起業等、人
口減少対策や諸課題の解決
策に繋がる取組みへと発展さ
せていきたい。

・鹿角キャンパス構想のもと、
引き続き「域学連携推進事業」
を進めることとしており、現在
連携している武蔵野大学との
R5事業の打合せにおいても地
域課題の解決につながるよ
う、継続的かつ発展した取組
みに向けた話し合いを行って
いる。

24 稼げる観光振興を進め
ます

産業活力課 観光デジタル・マーケティ
ング推進事業

・たんぽ小町ちゃんもデジタル
化してはどうか。スタンプラリー
もデジタル化してはどうか。（Ｒ4

第2回）

・道の駅かづのの公式ホーム
ページではＲ4からたんぽ小町
ちゃんを活用したチャットボット
を導入して、デジタル化を進め
ている。

・スタンプラリーについては、Ｒ
3にQRコードを活用したデジタ
ルスタンプを導入したものの、
実績がほとんど無く、費用対効
果の面からＲ4は実施していな
い。

25 スポーツの力でまちの
魅力を高めます

スポーツ振
興課

スキー人口底辺拡大事業 ・「スキーと駅伝のまち」を謳って
いるので、子どもたちが授業内
外でスキーに触れ合える環境を
整えてほしい。（Ｒ4第3回）

・スキー人口底辺拡大事業に
より、取組みを強化することと
している。

・これまでの取組みに加え、統
合校の特色づくりでも展開して
いきたいことから、スキー人口
の底辺拡大への効果的な取組
みを検討していく。

26 次世代産業の創出に
取り組みます

産業活力課 ＥＶ導入推進事業 ・EV車導入について、比較的導
入が進めやすそうな複数台所
有している人をターゲットに進め
てはどうか。（Ｒ4第3回）

・EVマスタープランの作成に向
けた調査、アンケート等を予定
している。

・市民や事業者のニーズ等を
踏まえ、官民連携して取り組め
る内容をEVマスタープランに
反映していく。
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継続検討課題

令和３年度
事業又は項目名

令和４年度
継続検討課題取組方針 担当課

28 ヘリテージ・ツーリズム
に取り組みます

産業活力課 大湯環状列石ＪＯＭＯＮ体
感促進事業／ＶＩＳＴ ＫＡＺ
ＵＮＯプロモーション強化
事業

・冬季の誘客が難しいのでは
ないかと感じるが、どのような
手立てを考えているか。（Ｒ3第
3回）
・今後、インバウンドも期待して
いるが、雪が降らないような国
からの観光客が縄文時代の服
装で雪を体感するなど、雪国
ならではの体験を取り入れる
のも面白いのではないか。（Ｒ
3第3回）

・大湯環状列石体験プログラ
ムを開発中であり、映像技術
（ＡＲ・ＶＲ）なども活用しなが
ら、冬期間も楽しむことができ
る誘客コンテンツの拡大を図っ
ていく。

・冬期間でも史跡のイメージを
体感できるよう映像に特化した
暮らし体験プログラムを作成し
ており、3/25から一般公開を予
定している。その中では、万座
ホールで3DCGによるJOMON
シネマを公開し、展示ホールで
はホログラムピラミッドにより立
体展示するなど視覚に訴える
コンテンツを各種整備している
ほか、遺跡周遊のためのアプ
リ映像も制作しており、ガイド
機能を充実させている。

・ストーンサークル館が賑わって
いるが、飲食や売店は道の駅お
おゆででは勿体ないし、仮にそ
うだとしても、誘導看板が必要で
はないか。（Ｒ4第2回）

・誘導方法については、看板の
設置を含め効果的な方法を検
討していく。

・現在、大湯環状列石の保存
活用に係る協議に併せて、賑
わい創出のための検討が進め
られている。
道の駅への誘導方法につい
て、看板も検討したが、維持管
理費が掛かるほか、最近は
ネットやナビ等による検索が主
流であるため実施していない。
ただ、道の駅への誘導は必要
であるため、引き続き効果的な
誘導方法を検討していく。

30 未来技術の導入を進め
ます

総務課 行政手続等デジタル化推
進事業

・便利になるのはいいことであ
るが、デジタル分野が苦手な
方へのケアはどのようになさ
れるか。（Ｒ3第3回）

・すべてをデジタル化するので
はなく、今ある行政サービスを
維持しつつ、未来技術の導入
も進めることで利便性向上を
図っている。

・若い世代は、広報よりホーム
ページなどで調べることが多
いと思うが、市のホームページ
はどこを見ればいいのか分か
りにくい.。（Ｒ3第3回）

・市民に分かりやすく、使いや
すいホームページに改善を
図っていく。

・分かりやすく、使いやすいホー
ムページにしてほしい。AIチャッ
トボットを導入してほしい。（Ｒ4

第3回）

・市民に分かりやすく、使いや
すいホームページになるよう、
ホームページのリニューアル
を実施する。また、市公式
LINEアカウントを導入し、情報
発信力を向上させる。
・AIチャットボットを導入し、検
索しやすく使いやすいホーム
ページを目指す。

・行政手続きのペーパーレス化
をより一層進めてほしい。（Ｒ4

第3回）

・電子申請サービスの拡充は
新たな実施計画の期間におい
ても進めることとしており、利
便性の向上に向け引き続き取
り組んでいく。

・市SNSのアカウントについて、
市の情報を大体入手できる総
合的なアカウントの導入を検討
できないか。（R4第3回）

・現在の方針は個別に発信す
ることとしているが、ホーム
ページと連動したSNSの導入
にあたっては、登録のしやすさ
も含めて、受け手がより情報を
入手しやすい方法を検討して
いく。

・市のメタバースへの取組みに
対する方向性を教えてほしい。
（R4第3回）

・現在は移住担当で県のメタ
バース空間への参加を試みた
が、まだ試行段階であるため、
今後システムの改良状況を見
ながら、活用の可能性を検討
していく。

31 多様な主体の力で共に
発展するまちづくりを進
めます

生活環境課 集落支援員活動事業/集
落活動応援事業

・集落支援員を増やして、集落
に人が少ない中でも、若者が
楽しむことができれば賑わい
がうまれると思う。移住コン
シェルジュを各地域に配置す
ればいいのではないか。（Ｒ3

第3回）

・地域活性化のために集落支
援員が果たす役割の重要性
が増していることから、増員な
どの体制強化や地域づくり協
議会との協力体制を構築に
よって、地域コミュニティ活動
の発展を目指していく。

・フォローアップが必要な自治
会が増えてきていることから集
落支援員を2名に増員するとと
もに、地域づくり協議会での地
域づくりミーティングを通じて地
域を盛り上げる活動も支援し
ていく。

32 コンパクトなまちづくりを
進めます

生活環境課 地域公共交通確保対策
事業/交通弱者支援事業

・中心市街地への住み替えを
促進したうえで、ほかの地域と
のアクセスを向上させるような
考えはあるか。（Ｒ3第3回）

・地域づくり協議会単位の生活
拠点機能は維持しつつ、そこと
中心市街地をつなぐ生活バス
路線の維持が重要であり、廃
止代替路線運行や花輪市街
地循環バスなどによって公共
交通の確保を図っている。

・「地域公共交通計画」をR4年
度に策定することとしており、
輸送資源の総動員による移動
手段の確保や、既存の公共交
通サービスの改善の徹底な
ど、地域の実情に合った交通
の在り方を検討する。（再掲）

・「地域公共交通計画」をR4年
度に策定することとしており、
輸送資源の総動員による移動
手段の確保や、既存の公共交
通サービスの改善の徹底な
ど、地域の実情に合った交通
の在り方を検討している。

・地域公共交通計画の基本目
標1において「誰もが移動しや
すい公共交通ネットワークの
形成」を掲げており、鹿角花輪
駅－かづの厚生病院－十和
田南駅を「高水準サービス区
間」として形成し、区間内や乗
り継ぎ場所での疎密な状況を
解消するためダイヤの見直し
などにより利便性の向上を図
るほか、少量で分散した移動
需要量に対しては地域住民と
の共動による移動手段やAIオ
ンデマンド交通など、アクセス
の向上に資する取組みについ
て検討していく。
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Ｒ３　委員の意見 既に取組中であったもの Ｒ４実施計画（７次総）に反映したもの Ｒ４　委員の意見 既に取組中であったもの R５　実施計画に反映したもの 反映が困難なもの
継続検討課題

令和３年度
事業又は項目名

令和４年度
継続検討課題取組方針 担当課

（生涯学習
課/総務課
/生活環境
課）

（かづの人財発掘事業） ・若者が自分たちで地域を盛り
上げるための支援を充実してほ
しい。（Ｒ4第1回）

・市制施行50周年記念事業に
ついては、市民提案という形で
地域を盛り上げる事業が行わ
れている。
　最近では地域住民が主体と
なり、行政の支援を受けないイ
ベント等が開催されており、そ
ういう活動を行うリーダーとの
連携を図ることで、共動を進め
ていきたい。

・新たに「鹿角の未来創造わげ
もの塾」を開催することで、地
域の未来について話し合い、
アイデアの実現に向け中心的
な役割を担い行動する人財の
育成に取り組んでいく。

（産業活力
課）

（起業・創業支援事業） ・近隣市町よりはよいが、空き
店舗対策など商店街振興を進
めてほしい。（Ｒ4第2回）

・（空き店舗対策のための補助
事業は行っていないが、）商工
会等へ空き店舗を活用するよ
う連絡している。

・これまでの起業・創業支援に
加え、第二創業支援（事業者
による異業種への取組み）を
新設したことで、空き店舗活用
も含めた商店街振興を進めて
いく。
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